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「令和1こなって教育業界では1目が変わっだのだろう」「感染症の流行は教育1こ

とのような影響を及ほしだのだろう」。そのような疑問から、最近特に変化の

六きガつだ教育業界の実態に迫ることにしまし厄。さらに改革の動きは教自の

分野だけだなく、医療、則政、経済なと陳々な分野で加速しています。変化の

スヒードが速くなる世の中で新しい考えを吸収することは六きな意晩を持つで

しょう。

笹段なかなか知ることのできない分野の現状や新しい動きを少しで宅皆陳1こ

お伝えできれは幸いです。



◎
編
集
後
記
◎

は
じ
め
て
の
取
材
・
編
集
は
わ
か
ら
な
い
点
も
多
々
あ
り
ま
し
た
が
、
実
際
や
っ
て
み
る
と
興
味

深
い
お
話
が
聞
け
た
の
で
非
常
に
楽
し
か
っ
た
で
す
。
（
梅
本
）

以
前
に
も
雑
誌
の
編
集
を
お
手
伝
い
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
が
、
記
事
執
筆
ま
で
を
全
て
自
分

で
行
っ
た
の
は
今
回
が
初
め
て
で
あ
り
、
大
変
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。
本
誌
完
成
ま
で
に

ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に
は
心
よ
り
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。
（
小
林
）

コ
ロ
ナ
禍
の
教
育
行
政
の
最
前
線
の
お
話
し
を
取
材
で
き
た
こ
と
は
、
私
自
身
に
と
っ
て
も
大
変

貴
重
な
経
験
に
な
り
ま
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
（
齋
藤
）

今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
分
野
に
つ
い
て
取
材
す
る
の
は
難
し
か
っ
た
で
す
が
、
と
て
も
い
い
経
験

に
な
り
ま
し
た
。
執
筆
の
過
程
で
も
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
岡
先
生
や
公
共
空
閻
の
メ
ン
バ
ー
、

雑
誌
作
成
に
関
わ
っ
て
く
れ
た
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
（
山
口
）

先
輩
方
の
活
動
を
引
き
継
ぐ
学
生
が
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
代
表
を
引
き
受
け
て
次
の
世
代
に
バ

ト
ン
を
つ
な
ぐ
こ
と
を
第
一
に
活
動
し
て
き
ま
し
た
。
結
果
と
し
て
自
分
た
ち
の
代
で
も
「
公
共

空
間
」
の
発
刊
を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
、
後
輩
に
活
動
を
引
き
継
ぐ
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
取

材
を
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
や
発
行
の
手
助
け
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
教
務
掛
の
方
々
、
寄

稿
し
て
く
れ
た
同
期
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
（
吉
田
）

〒
6
0
6
,
8
5
0
1

京
都
市
左
京
区
吉
田
本
町

京
都
大
学
法
学
研
究
科
公
共
政
策
大
学
院
掛

「
京
都
大
学
学
術
情
報
リ
ポ
ジ
ト
リ

h
t
t
p
s
:
/
/
r
e
p
o
s
i
t
o
r
y
.k
u
l
i
b
.k
y
o
t
o
,
u
.
 

a
c
.j
p
/
d
s
p
a
c
e
/

に
も
掲
載

京
都
大
学
公
共
政
策
大
学
院

『
公
共
空
間
』
編
集
委
員
会

編
集
顧
間
建
林
正
彦

編
集
協
力
公
共
政
策
大
学
院
掛

発
行
人

編
集
長

編
集
委
員

『
公
共
空
間
』
―

1
0
=
1
0年

紅」

（
通
巻
第
十
九
号
）

『
公
共
空
間
』
編
集
委
員
会

吉
田
岳
史

梅
本
周
晟

小
林
彩
葉

齋
藤
瑞
生

山
口
真
希

≫
 

公共空間 48



雑誌『公共空間』学生投稿募集について

雑誌『公共空間』は学生投稿枠を設け、

皆さんの原稿を募集します。

1.内容

公共政策に関するものであれば、テーマは自由です。

授業で作成したレポートやプレゼンテーション資料を用い

てもらっても構いません。

（ただし、文書形式でお願いします）

2.字数と書式

3500"-'4500字程度。書式は自由。

3.応募締め切り

各号毎に締め切りを設定します。

4.応募条件

本大学院に在学する学生であること。

5.応募宛先

『公共空間』編集委員にお問い合わせ下さい。




